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　目的　倉西魂剤Iこ配合されTぃゐトソぶ･リリン囃ナト'J ウム（^TPP）は悒機どIレターの中

にあってとソわげt ぐれ政性能を漸tでI' る轜　同時に瑚丿召なijヽ<n 閉鎖水域ゑでヽの%栄養

化現駝・）一因と｡な･ト北食的Af 開婢を引きμしている。一札軋東*ヽら屑薇^^レターと（

I i] )レ木｀ペンメケルセルa ース(CMC), カソビエリレアルコールCPl/A）などヽの水巻雅高分J

多再乃筆路JLに角効て･あろことが知られてお') , 5-{?Pの間題色考粟-^ ゐと. これらの水落

孤恥分手<^;吻巾ついて穣討t ゐ/i:乖P＼｀あゐ'i^^iLら^る。本研兜で･も再男染現象り｡メ

カエ,スごム・ヽ良明とに冴効な寿男梁察jヒ到を劃ヽ出t - と-kBi皆し, マ'Tン練pﾚ'h Ｅ

用いて乃莱へ。,影響臨

　方法　批料）汚れ粒a- :顔料用酸化鉄, 似布：綿布及ぴ゛ポフェ又デル布，界面名畦劃:

C,iH。O30,Na.,水悳桂馬分3 .' ?Vh 及ひアユオン性昨/＼　35 采実験）Uu≫M-O倒語・レ£ 吊i> 7

抒豪し, その反射牽^‘ソ喝采度を奪出レた。

　結菓　＼）界面盾岐剣水賂爽のみのゑT" I?綿;fp・μソエス,ﾌﾟレ布とりこc.タ.c. /(寸it7ヽ遇筆

率が最小tなり, それJﾒヱーの凛度では再び巧梁川足遣される。^）叫水鼻昶？z-1*,ケン

μ度･ｸﾞ･菊ヽヽもの*Vやで’乃梁防止一効襲・｀見受リられゐ。特にこの禰匈＼tyVクェ又テノレ伊に-^

しい. 3)ｱ･－オン萱亜pμ水路麦中Tヽit, 沁較的梅漬嵐から巧染防止効果Ξ示ら/ダか暮

度t- 最/ヽ■>=-なゐ。%ケン杞度別･;々ゐどケン化度刈ちいもの根効果バχ,T- あ'), 楸椎別^ヽ

はともド似な功列% ぶt K, 綿布の方バ奮体･り弓衰早川きいたい＼'めか，re

B－54 ﾎﾟソエステノl／^に灯着むr^水和酸化錬球形進5 の脱秀

明東摩陳女子短少こ　o適辺紀'i　　お簾の水々匁各攻　肌好章彦

　目的　前報駈?･謬・･顎^る水和酸化銀球紗霖j s界面反応落･りり冷成レポソXス

アルヘりt着にi,ヽよほi＼μ升号，分誹:媒り影零('つヽ･ヽz裡討しr-. 矛報で･≫，め根同様に

冷成しr- 水和鵬化瓶芝用いて. 灯瀋蚤り蓼nるポ') エス7 μ／乃深今を鋼製レ篤厚作l' K

よリ霧了輝パ了場乖・･糸議ﾉ覧り恥耀･'つ●z搾釘しr-.

　念珠　水和嶮応銀乃釆今り調製：がフス鵬に回塩化海栗･μml ,水ぶ'無心欽£入゛哺け

凍･< より単身散^ Znりち, 教3 ×3・n.゛ ４ホリェズタノレ苧I.? } Σ佩囁裁l' * 'Jぷ｀呵向

乃梁(ノ. μΓ･゛l^･ S/″゛^発均一巧壕そを調製(/r-．ポ゜クェス尹ルサ･1 . 禾蛮ﾉ隻. 朱の

μn ,ﾉ厚? ^ 費り｀*ぷ神将･,ヂ繊章を用いμ・

･元庁方茲：凋減ヵ£Kiくf るf' り, 2SV 砲ポ')プ0 t二゜レン洗浄瓶1り四砲?り界廊始科剤

( -お, £l>$ ） O.IXか瘍波と巧喋々0.13. 2｀八. 雁?・猿^^賎邨ら‘00 リ゛ -L'蹟’・し

Ｒ。付羞量,・0－フI fンスロソン傭ドよ') 吏量レr-.

　耗果　糾時向以上の馮浄時周どfT　■-f 八以こり水和峠炒鉄叫必屠,'^認められり｀かっれ．

恚浄時向／吋/t] t 河呵洵にっ･ヽZ 凍11 IT- t - 今乃啄や･リ（聊離か叙付丿暑いむ對わ残

鰯量とり向･'応測it琢が認めら-～T--．阿一灯秀f 巧孚や' お｀り゛ふ霧チ芦刈運浄カ･^. 匁雇

子程垢庁わ^烏い．^ ^，同づす羞和チ衣を馮'?る昶?芦刈抒凍予ご応軟.々揚々&　剪

群了荷嵩'^ヽ・X'-.禾議知)秀な? 不゜ソX スアルf ごレ運漕勣い敵恥剱吋弟量向にpa例

肉尿が認めら八尽．残f量If.繊剛す瀋表面稽･り尺麗タり｀吋<≪向['ろ^パ，声実蕨･^両乃

壕t^心,見やT心乞芹々-^ 専■ ﾎﾟ') "^スアノ･／周り再力釆・･影零度ヵ心たど吻フr-．




